
第66回

2024年
４月 14日（日）
　 ・ 21日（日）

2024年
４月 14日（日）
　 ・ 21日（日）

野点席野点席

静の舞静の舞 ４月 14日（日）　15 時～
 鶴岡八幡宮 舞殿
 ※14 時 30 分～ 解説

行列巡行行列巡行 ４月 14日（日）　10 時～
 下馬～鶴岡八幡宮 

主催：（公社）鎌倉市観光協会　　共催：鎌倉市　
後援：鎌倉商工会議所／鎌倉市商店街連合会／神奈川県／神奈川県神社庁鎌倉横須賀三浦連合支部／
　　　鎌倉市仏教会／鎌倉警察署

４月 21日（日）　10 時～15 時
◆鶴岡八幡宮境内
  （表千家流）

◆鎌倉大仏殿高徳院境内
  （裏千家淡交会 鎌倉支部）

（公社）鎌倉市観光協会 事務局　
☎0467-23-3050（８時 30 分～ 17 時 15 分）

お問合せ 鎌倉市観光協会
鎌倉まつり特設 HP



祝　第 66 回　鎌倉まつり

〒248-0021　神奈川県鎌倉市坂ノ下 33-6
TEL0467-25-5121  www.kamakuraparkhotel.co.jp

日常から鎌倉へ
いつも、新しいときめきがある場所

一生を共にする縁起の良い印鑑
御結婚、御出産、ご入学などの御祝に

七里ヶ浜のきらめく海を望む七里ヶ浜のきらめく海を望む
丘の上にたたずむ鎌倉プリンスホテル丘の上にたたずむ鎌倉プリンスホテル

〒248-0025 鎌倉市七里ヶ浜東 1-2-18
TEL：0467-32-1111

静
の
舞

静
の
舞

主
催
者
挨
拶

主
催
者
挨
拶

　

こ
の
く
だ
り
で
有
名
な
「
静
の
舞
」
は
、
12
世
紀
の 

後
半
一
一
八
六
年
、
頼
朝
の
命
で
鎌
倉
に
召
し
出
さ
れ
た

京
の
白
拍
子
こ
と
静
御
前
が
、
吉
野
の
山
で
別
れ
て
き
た

愛
す
る
人
、
義
経
を
し
の
ん
で
舞
っ
た
と
い
う
古
事
に
ち

な
ん
で
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

有
名
な
こ
の
く
だ
り
は
、
鎌
倉
時
代
の
正
史
と 

さ
れ
る  「
吾
妻
鏡
」
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る

と
、幕
府
を
開
い
て
武
家
政
治
の
礎
を
築
い
た
源
頼
朝
は
、 

平
家
追
討
に
武
勲
の
あ
っ
た
弟
義
経
と
不
仲
に
な
り
、 

義
経
追
討
の
兵
を
あ
げ
ま
す
。
義
経
は
静
と
と
も
に
、 

武
蔵
坊
弁
慶
ら
わ
ず
か
な
手
兵
を
つ
れ
て
吉
野
山
に
逃
れ

ま
す
。
頼
朝
側
の
追
手
が
迫
る
中
、
義
経
一
行
は
山
伏

姿
に
な
っ
て
東
国
に
向
う
こ
と
と
し
、
静
に
は
金
銀
を 

持
た
せ
、
供
の
者
を
つ
け
て
京
都
へ
送
ら
せ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
供
の
者
た
ち
は
途
中
で
金
銀
を
奪
い
、
静
は

山
の
中
に
置
き
去
り
に
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て

捕
ら
え
ら
れ
、
京
都
の
守
護
職
の
手
に
よ
っ
て
頼
朝
の 

も
と
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

鎌
倉
に
着
い
た
静
は
、
義
経
の
行
方
を
厳
し
く
問
わ
れ

ま
す
が
、
静
は
答
え
ま
せ
ん
。
そ
の
時
、
静
は
義
経
の
子

を
お
腹
に
宿
し
て
い
ま
し
た
。
頼
朝
と
そ
の
妻
政
子
は
、

舞
い
の
妙
手
と
し
て
京
に
名
高
い
白
拍
子
静
の
舞
い
を 

見
た
い
と
、
鶴
岡
八
幡
宮
で
の
舞
い
を
求
め
ま
す
。
病
気

を
理
由
に
そ
の
申
し
出
を
断
っ
て
い
た
静
も
、
熱
心
な 

求
め
に
観
念
し
、
つ
い
に
舞
の
舞
台
に
上
り
ま
す
。

　

そ
の
舞
台
で
静
は

「
よ
し
の
山　

峰
の
白
雪
ふ
み
分
け
て　

い
り
に
し
人
の　

あ
と
ぞ
こ
い
し
き
」

「
し
づ
や
し
づ　

し
づ
の
を
だ
ま
き
く
り
か
え
し　

昔
を

今
に　

な
す
よ
し
も
が
な
」

〈
現
代
訳
〉

吉
野
山
の
白
雪
を
踏
み
分
け
て
奥
州
に
消
え
た
あ
の
人

（
義
経
）
の
跡
が
恋
し
く
思
わ
れ
る
。

「
静
、
静
」
と
繰
り
返
し
私
の
名
を
呼
ん
だ
あ
の
人
が 

輝
か
し
か
っ
た
頃
に
ま
た
戻
り
た
い
も
の
だ
。

と
詠
い
、
舞
い
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
で
や
か
な
美
し
さ
は
、皆
を
感
動
さ
せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
頼
朝
は
、
自
分
に
逆
ら
う
義
経
を
恋
い
慕
う 

歌
を
詠
い
舞
う
と
は
不
届
き
だ
と
激
し
く
怒
り
ま
す
。 

そ
れ
を
見
た
政
子
は
、
か
つ
て
自
分
が
頼
朝
を
思
い 

慕
っ
た
日
々
の
女
と
し
て
の
苦
し
さ
、
悲
し
さ
を
教
え 

諭
し
て
、
頼
朝
の
怒
り
を
な
だ
め
ま
す
。

　

お
か
げ
で
処
分
を
免
れ
た
静
は
、
市
内
の
片
隅
に

住
居
を
与
え
ら
れ
、
静
は
男
の
子
を
産
み
落
と
し 

ま
す
。
幕
府
は
男
子
を
生
か
し
て
お
い
て
は
将
来
に 

禍
根
を
残
す
と
、
そ
の
子
を
取
り
上
げ
て
由
比
ガ
浜
の

海
に
沈
め
殺
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
傷
心
の
静
は
京
に 

帰
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
来
静
の
消
息
は
途
絶
え
て 

し
ま
い
ま
す
。

　

静
御
前
の
こ
の
悲
し
い
物
語
は
、
以
後
も
人
々
の
胸
に

残
り
、
語
り
つ
が
れ
、
謡
曲
や
浄
瑠
璃
に
も
作
ら
れ
て
、

今
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
の
春
の
風
物
詩
で
あ
る
鎌
倉
ま
つ
り
の 

開
催
に
あ
た
り
、
行
事
参
加
関
係
者
の
皆
様
、 

会
場
を
ご
提
供
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
鶴
岡
八
幡

宮
様
、
鎌
倉
大
仏
殿
高
徳
院
様
、
そ
し
て
、
交
通 

規
制
等
で
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
鎌
倉
市
民
の 

皆
様
、
交
通
事
業
者
の
皆
様
、
鎌
倉
警
察
署
の 

皆
様
に
謹
ん
で
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
鎌
倉
芸
能
連
盟
様
に
よ
る
「
静
の
舞
」

を
は
じ
め
、
5
年
振
り
の
実
施
と
な
る
「
行
列 

巡
行
」、
野
外
で
の
茶
席
を
楽
し
む
「
野
点
席
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
し
て 

い
た
行
事
を
久
方
ぶ
り
に
皆
様
の
前
で
披
露 

い
た
し
ま
す
。
春
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
幕
開
け
、

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

鎌倉市観光協会　会長
大森　道明

「
し
づ
や
し
づ　

し
づ
の
を
だ
ま
き
く
り
か
え
し

                            
 

昔
を
今
に　

な
す
よ
し
も
が
な
」

春
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
の

　
　
　
　
　

幕
開
け
で
す
！

第 64 回 鎌倉まつりの時の
静の舞

第66 回鎌倉まつり「静の舞」演者、泉 徳多佳（いずみとくたか）さんにお話をうかがいました。

インタビューの詳細は鎌倉市観光協会ホームページ 第 66 回鎌倉まつり特設サイトで！▶▶

４
月
14
日
（
日
）　

◆
14
時
30
分
～ 

解
説

◆
15
時
～ 

　
　
開
演

協
力
／
鎌
倉
芸
能
連
盟

鶴
岡
八
幡
宮 

舞
殿

● 経歴を教えてください。

● 他に演目（「静の舞」以外）が観覧できる場所はありますか？

祖母が日本舞踊の師匠を、母も日本舞踊をしていた影響でもの心ついた頃には私もお扇子を持って踊っていました。 
5 歳の時に長唄「羽根の禿」で初舞台、泉流の名取を許され泉徳多佳となりました時には、国立劇場大劇場で長唄「藤娘」
で名披露目をいたしました。現在は、2 代目泉徳右衛門に師事し、数々の舞台を経験しながら精進を重ねております。

日本舞踊は、日本のさまざまな場所で楽しむことができます。一般的には、日本舞踊の各流派の公演や、日本舞踊協会主催の公演、歌舞伎 
役者による歌舞伎座での公演、日本舞踊教室の発表会、地域でのイベントなどで観ることができます。鎌倉芸能連盟の公演も秋に開催され 
ますので、興味のある方はぜひ足を運んでください。各流派や日本舞踊協会のウェブサイトをご覧いただくと、公演情報が掲載されています。

● 「静の舞」の演者に決まった感想を教えてください。
鎌倉という土地で生まれ、その風土の中で育まれた私にとって、鎌倉まつりの中で「静の舞」を奉納させていただくことは言葉に尽くし難い特別な思いです。お宮参りから始まり、七五三など人生の節目はもちろん、
お正月や四季折々に訪れる鶴岡八幡宮は、私にとって格別に尊い存在です。一の鳥居そばの第一小学校から鎌倉女学院に進学した経緯もあり、鶴岡八幡宮の参道である若宮大路は通学路であり、私は八幡様
の元で日々を過ごし、学びました。鶴岡八幡宮の神様に守られているような安心感を常に感じています。鶴岡八幡宮の神様のもと、静の舞を奉納させていただけることは、この上ない光栄です。奉納の場で、 
感謝の念を胸に、いにしえに思いをはせながら、精一杯務めさせていただきます。また、この尊いご縁を繋げてくださった師匠をはじめとする関係者の皆様に、心からの感謝を伝えたいと思います。

23



祝　第 66 回　鎌倉まつり

　　　　2024 年放送開始 ＴＶアニメ「逃げ上手の若君」

 声優の結川あさきさん、矢野妃菜喜さんが「行列巡行」に参加︕ 

結川あさきさん 矢野妃菜喜さん

詳細は鎌倉まつり
特設サイトで︕

QR

至長谷寺

長谷地区
野点席

 （裏千家淡交会 鎌倉支部）

至
逗
子

妙本寺

小町通り

若宮大路

鎌
倉
葉
山
線

金
沢
街
道

英勝寺
寿福寺

八坂大神

巽神社

諏訪神社
御成
小学校

鎌倉市
中央図書館

第一
小学校

御成中学校

鎌倉
消防署

和田塚駅

鎌倉駅
東口

鎌倉警察署
鎌倉女学院
中・高等学校

鎌倉
市役所 浄光明寺

護国寺

来迎寺

第二中学校

川喜多
映画記念館鏑木清方

記念美術館

妙隆寺

鎌倉
雪ノ下局

滑川

本興寺

市役所前

八幡宮前

御成小学校前

鎌倉郵便局前

岐れ路交差点

御成中学校入口

大町四ツ角

鎌倉駅入口

二の鳥居前

由比ガ浜四丁目

六地蔵

下馬
鶴
岡
八
幡
宮行列巡行

スタート地点 行列巡行経路

野点席
 （表千家流）

静の舞

行
列
巡
行

行
列
巡
行

野
点
席

野
点
席

４
月
14
日
（
日
）
10
時
～

　
　

下
馬
交
差
点
～
鶴
岡
八
幡
宮 

　

野
点
と
は
、
主
に
春
や
秋
に
野
外
に
茶
席
を
し
つ
ら

え
て
茶
の
湯
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。
古
く
は
野
が

け
茶
と
か
、
ふ
す
べ
茶
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
利
休
居
士
が
秀
吉
と
博
多
の
箱
崎
に
て
松
林

で
お
茶
を
点
て
た
際
、
地
中
に
穴
を
掘
っ
て
炉
と
し
、

松
の
枝
か
ら
釜
を
吊
る
し
て
松
葉
を
炊
き
、
湯
を
沸
か

し
、
茶
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
故
事
に
よ
り
ま
す
。

　

野
点
の
最
も
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
も
の
と
し
て
は
、 

天
正
15
年
の
秋
に
、
秀
吉
が
京
都
北
野
天
満
宮
で 

行
っ
た
北
野
大
茶
湯
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で 

し
ょ
う
。

　

野
点
は
季
節
や
場
所
を
選
び
、
お
客
様
を
も
て
な
す

た
め
に
心
を
配
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
楽
し
み
と
面
白
み

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
決
ま
っ
た
作
法
は
な
い
が 

ゆ
え
に
、
茶
の
湯
の
世
界
で
は
、
難
し
い
も
の
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
ま
つ
り
で
は
、
鶴
岡
八
幡
宮
境
内
で
表
千
家

流
、
鎌
倉
大
仏
殿
高
徳
院
境
内
で
裏
千
家
淡
交
会
鎌
倉 

支
部
に
よ
る
野
点
席
が
催
さ
れ
ま
す
。
天
候
に
よ
り 

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
鎌
倉

市
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

若
宮
大
路
の
下
馬
四
つ
角
か
ら
鶴
岡
八
幡
宮
境
内

ま
で
の
約
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
く
「
行
列
巡
行
」
が

5
年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
す
。

　

参
加
す
る
の
は
、
伝
統
芸
能
や
文
化
の
継
承
・
発
展

を
目
指
し
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
し
て
い
る
鎌
倉

市
内
の
団
体
、
お
囃
子
と
お
神
輿
等
。
第
66
回
の
今
回

は
、
神
奈
川
県
警
察
音
楽
隊
、
昨
年
末
に
鎌
倉
市
と

「
文
化
・
観
光
交
流
協
定
」
を
締
結
し
た
鹿
児
島
市
、

2
0
2
4
年
に
放
送
さ
れ
る
鎌
倉
ゆ
か
り
の
T
 V 

ア
ニ
メ
「
逃
げ
上
手
の
若
君
」
の
声
優
な
ど
も
行
列
に

加
わ
り
盛
り
上
げ
ま
す
！

　

鎌
倉
の
春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
彩
る
鎌
倉
ま
つ
り

行
列
巡
行
。
伝
統
文
化
を
感
じ
る
団
体
の
行
進
、
軽
妙

な
音
色
が
響
く
地
域
の
お
囃
子
と
勇
壮
な
お
神
輿
の

共
演
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
行
列
巡
行
実
施
中
は
、
下
馬
～
鶴
岡
八
幡
宮

に
向
か
う
道
路
で
交
通
規
制
を
行
う
た
め
、
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
迂
回
等
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、

現
場
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

４
月
21
日
（
日
）
10
時
～
15
時　

◆
表
千
家
流
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
鶴
岡
八
幡
宮
境
内

◆
裏
千
家
淡
交
会 

鎌
倉
支
部

……
…
…
鎌
倉
大
仏
殿
高
徳
院
境
内

5
年
振
り
に
練
り
歩
き

“
お
も
て
な
し
の
心
〟
を
体
験

鎌倉まつり     マップ

４月 14日（日）10時～ 12時
※詳しくはHPでご確認下さい

行列巡業に伴う交通規制
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祝　第 66 回　鎌倉まつり

春の日本遺産TRIP！

鎌倉まつりとともに楽しみたい！日本遺産ウォーク

行楽シーズンを迎えた春の鎌倉。４月 14 日（日）と 21 日（日）
に鎌倉まつりが行われますが、ほかにも見どころがいっぱい！日本 
遺産をテーマに、ひと味違った鎌倉の日本遺産を深掘りしてみよう。
行ったことのある鎌倉の観光名所がさらに楽しくなるかも！？

〈極楽寺〉
住所／極楽寺 3-6-7（江ノ電極楽寺駅下車すぐ）　　電話／ 0467-22-3402

極楽寺では、４月７日（日）・８日（月）の２日間、転法輪殿に安置されている秘仏本尊「清凉寺式釈迦如来立像」
が開帳されます。十大弟子像とともに、極楽寺創建より伝わるその姿を参拝することができる貴重な機会です 

（要ご焼香購入）。また、極楽寺開山の忍性菩薩の御廟特別参拝なども行われます。

４月７日、８日　極楽寺で仏生会　本尊開帳・忍性墓特別公開など４月７日、８日　極楽寺で仏生会　本尊開帳・忍性墓特別公開など

３

１

〈長谷寺〉
住所／鎌倉市長谷 3-11-2（江ノ電長谷駅より徒歩 5 分）　　電話／ 0467-22-6300

４月８日（月）はお釈迦様の誕生日です。午前 10 時より法要を行い、たくさんのお花でお祝いするとともに
お子様の健やかなる成長をお祈りします。参拝者へ甘茶の振る舞いもあります。法要後には箏（林信子氏）と
尺八（善養寺惠介氏）による奉納演奏がさくら広場にて行われます。

（奉納演奏への参加は無料ですが、長谷寺拝観料は必要です）

４月８日の花まつり（灌仏会）に箏と尺八の奉納演奏４月８日の花まつり（灌仏会）に箏と尺八の奉納演奏

２

〈旧川喜多邸別邸（旧和辻邸）〉
住所／鎌倉市雪ノ下 2-2-12（JR 鎌倉駅東口下車徒歩８分）　　電話／ 0467-23-2500

日本遺産の構成文化財の一つである旧川喜多邸別邸（旧和辻邸）。東京にあった哲学者の故和辻哲郎氏の居宅
を日本映画の発展に貢献した川喜多長政、かしこ夫妻が移築したものです。
◆一般公開（無料）は４月６日（土）、７日（日）の 10 時～ 16 時まで。
◆展示等を伴う特別公開（大人 200 円、小中学生 100 円）は 5 月１日（水）～５日（日・祝）の 10 時～ 16 時まで。

趣き深き旧川喜多邸別邸（旧和辻邸）　春の一般公開＆特別公開趣き深き旧川喜多邸別邸（旧和辻邸）　春の一般公開＆特別公開
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「いざ、鎌倉」

春の鎌倉観光に日本遺産めぐりを春の鎌倉観光に日本遺産めぐりを
日本遺産「いざ、鎌倉」特設WEBサイト「鎌倉観光公式ガイド」に開設 !

www.trip-kamakura.com/site/japanheritage/

鎌倉市は「いざ、鎌倉～歴史と文化が描くモザイク画のまちへ～」というストーリーが日本遺産と
して認定されています。特設サイトでは、社寺や建築物をはじめ、工芸品、伝統行事などの構成
文化財の紹介があり、これらのストーリーを周遊できるモデルルートなどが掲載されています。
今年の春の鎌倉散策は『日本遺産』を訪ねる旅をしてみてはいかがでしょう？

日本遺産「いざ、鎌倉」特設WEBサイト「鎌倉観光公式ガイド」に開設 !

朝夷奈切通朝夷奈切通
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